
城西国際大学薬学部　5 年生　葛生  実玖

薬用部位

薬効

生薬名

用途 下痢止め、口内炎、咽頭炎、できもの

抗菌、鎮咳作用

根茎

挙参 (ケンジン)

　

岐
阜
県
と
滋
賀
県
の
境
に
あ
る
伊
吹
山
を

ご
存
知
で
す
か
。
伊
吹
山
は
織
田
信
長
が
ポ

ルト
ガ
ル宣
教
師
に
命
じ
て
薬
草
園
を
開
か
せ

た
こ
と
で
有
名
で
あ
り
、
昔
か
ら
薬
草
の
宝

庫
と
いわ
れ
て
き
ま
し
た
。
イ
ブ
キ
ト
ラ
ノ
オ
は

伊
吹
山
に
特
に
多
く
自
生
し
て
お
り
、
花
穂

が
虎
の
尾
のよ
う
な
形
状
で
あ
る
の
で
「
伊
吹

虎
の尾
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

イ
ブ
キ
ト
ラ
ノ
オ
は
山
地
や
高
地
の
日
当

た
り
が
良
く
、
や
や
湿
り
気
のあ
る
草
地
に
群

生
し
て
いま
す
。
草
丈
は
30
～
80
㎝
ほ
ど
で

大
き
いも
の
で

120
㎝
に
も
な
り
ま
す
。
花
期
は

７
～
９
月
で
、
白
か
淡
紅
色
の
小
さ
な
花
を

密
に
つけ
ま
す
。

　

薬
用
と
し
て
使
わ
れ
る
の
は
地
下
に
伸
び
た

根
のよ
う
な
茎
の
部
分
で
す
。
こ
れ
を
根
茎
と

呼
び
ま
す
。
根
茎
を
日
干
し
に
し
、
煎
じ
た

汁
を
か
す
を
除
いて
服
用
す
る
と
下
痢
止
め
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
う
が
いを
す
る
と
口
内
炎

や
咽
頭
炎
、
扁
桃
炎
に
効
き
ま
す
。
で
き
も

の
に
は
、
粉
末
に
し
た
根
茎
を
酢
と
混
ぜ
合

わ
せ
て
塗
り
ま
す
。

　

根
茎
の
上
部
が
黒
褐
色
で
太
く
、
下
部

は
横
向
き
の
S
字
状
に
曲
が
っ
て
いる
た
め
、

別
名
を
エビ
ク
サ
と
も
いいま
す
。

学名：Polygonum bistorta L. 　科名：タデ科
イブキトラノオ

虎のしっぽVol.148



城西国際大学薬学部　5 年生　鈴木  羽蘭

薬用部位

薬効

生薬名

用途 強壮作用、皮膚の滋潤作用を目的として用いられる。

消風散 ( ショウフウサン )、紫雲膏 ( シウンコウ ) など

解毒、消炎、ガン化抑制作用

種子

胡麻(ゴマ) 局方生薬

　

ゴマは
イ
ンド
、
エジ
プ
ト
の原
産
で
あ
り
、
世

界
中
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
いま
す
。
高
さ
１
～

２
m
に
な
る
１
本
立
ち
の１
年
草
で
す
。
花
期

は
夏
で
、
早
朝
に
開
き
夕
暮
れ
に
は
落
下
す
る

１
日
花
で
す
。
花
は
ピ
ンク
色
や
薄
紫
色
で
、

葉
の付
け
根
の部
分
に１
～
３
個
の花
を
つけ
、

茎
の伸
長
に
つれ
て
、
下
か
ら
上
へと
順
次
に
咲

き
ま
す
。

　

最
近
、
健
康
食
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
いる

ゴマに
は
、
抗
酸
化
成
分
のリ
グ
ナ
ンが
含
ま
れ

て
いま
す
。
リ
グ
ナ
ンと
は
植
物
に
含
ま
れ
て
いる

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
す
。
ゴマの
代
表
的

な
リ
グ
ナ
ンに
は
「
セ
サ
ミン」、「
セ
サ
ミノ
ー
ル」

が
あ
り
ま
す
。
活
性
酸
素
が
体
内
で
生
成
さ
れ

る
の
を
抑
え
、
肝
臓
の
機
能
を
強
化
し
、
細

胞
の
老
化
や
ガ
ン化
を
抑
制
す
る
作
用
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミンE
が
含
ま
れ
る
食
品
と

一
緒
に
摂
取
す
る
と
ビ
タ
ミンE
の活
性
が
よ
り

増
強
さ
れ
、
美
容
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

世
界
三
大
美
女
で
あ
る
ク
レオ
パ
ト
ラ
も
、
若

さ
を
保
つた
め
に
ゴマを
愛
用
し
て
いた
と
言
わ
れ

て
いま
す
。

　

種
子
を
日
干
し
に
し
た
も
のを
胡
麻
と
呼
び
、

栄
養
価
が
高
いこ
と
か
ら
滋
養
強
壮
を
目
的
と

し
て
使
用
さ
れ
て
いま
し
た
。
ま
た
、
切
り
傷
、

た
だ
れ
、
刺
し
傷
の治
癒
に
も
使
用
さ
れ
て
いま

し
た
。
新
鮮
な
胡
麻
油
は
傷
に
塗
り
、
傷
面

の保
護
や
消
炎
に
役
立
て
て
いた
そ
う
で
す
。

学名：Sesamum indicum L. 　科名：ゴマ科
ゴマ

女王も愛した健康食品Vol.149



城西国際大学薬学部　5 年生　鈴木  羽蘭

薬用部位

薬効

生薬名

用途 糖尿病、高血圧、眼病に用いる。

下痢、解熱、解毒、利尿作用

果実、種子

苦瓜(ニガウリ)

　
「
ツ
ルレイ
シ
」
と
いう
名
前
で
は
な
く「
ゴー

ヤ
ー
」
と
聞
け
ば
皆
さ
ん
は
馴
染
み
が
あ
る
の

で
は
な
いで
し
ょ
う
か
。
ツ
ル
レイ
シ
は
一
般
的

に
ゴ
ー
ヤ
ー
や
ニガ
ウ
リ
と
呼
ば
れ
て
いま
す
。

熱
帯
ア
ジ
ア
原
産
で
、
日
本
に
は
江
戸
時

代
初
期
に
渡
来
し
栽
培
さ
れ
て
いる
１
年
草

で
す
。
葉
は
大
き
く
、
手
の
ひ
ら
のよ
う
な
形

を
し
て
いま
す
。
花
期
は
８
～
９
月
で
黄
色

の
小
さ
な
花
を
つけ
ま
す
。
果
実
は
緑
色
で
、

熟
す
と
黄
赤
色
に
変
化
し
ま
す
。
長
楕
円

形
で
こ
ぶ
状
の突
起
に
覆
わ
れ
て
いま
す
。

　

ツ
ル
レイ
シ
は
下
痢
、
解
熱
に
効
果
が
あ

り
、
充
血
に
よ
る
眼
病
に
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。
妊
娠
中
に
種
子
や
生
の
ツ
ルレイ
シ
を
摂

取
す
る
と
、
流
産
誘
発
の
恐
れ
が
あ
り
危
険

な
た
め
注
意
し
て
下
さ
い。
ヨー
ロッ
パ
や
ア
メ

リ
カ
で
は
薬
用
や
食
用
で
は
な
く
、
観
賞
用

と
し
て
栽
培
さ
れ
て
いま
す
。

　

最
近
で
は
家
庭
や
学
校
で
遮
光
や
部
屋
の

温
度
を
下
げ
る
目
的
と
し
て
、
つる
性
の
植

物
を
窓
に
覆
う
こ
と
が
流
行
っ
て
いま
す
。
ツ

ルレイ
シ
も
適
し
て
いる
植
物
な
の
で
、
ガ
ー
デ

ニング
を
楽
し
み
な
が
ら
省
エネ
ル
ギ
ー
の
対
策

に
役
立
て
て
み
て
は
いか
が
で
し
ょ
う
か
。

学名：Momordica charantia L. 　科名：ウリ科
ツルレイシ

緑のカーテンVol.150
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